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２

月

12

日

午

後

６
時
半
か
ら
清
水
沢

研
修
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
ゆ
う
ば
り
再
生

市
民
会
議
が
主
催
す
る

「
市
長
と
話
そ
う
会
」

が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

主
催
者
沢
井
代
表
か

ら
「
未
来
の
夕
張
を
考

え
る
と
き
、
今
話
題
の

Ｃ
Ｂ
Ｍ
（
炭
層
メ
タ
ン

ガ
ス
）
と
の
か
か
わ
り

に
つ
い
て
、
市
長
か
ら

お
話
を
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

鈴
木
直
道
市
長
は
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
説
明
資

料
を
映
し
な
が
ら
、「
夕

張
市
が
目
指
す
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
と
Ｃ
Ｂ
Ｍ

へ
の
期
待
～
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
て
」

と
題
し
て
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
語

り
ま
し
た
。 

  

１
．
夕
張
市
の
概

況(

人
口) 

 

最

盛

期

約

12

万

人

か

ら

現

在

１

／

12

に
な
っ
て
い
る
。

夕
張
の
現
状
は

50

年

後

の

日

本
の
縮
図
。
（
人

口

問

題

研

究

所

資
料
よ
り
） 

 

２
．
夕
張
市
の
概
況(

地
勢) 

 

南
北

35
㎞
、
東
西

25

㎞
。
Ｊ
Ｒ
沿
線
６
地
区
、

そ
れ
以
外
３
地
区
に
分

か
れ
て
い
る
。 

 

３
．
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の 

基
本
的
考
え
方 

持
続
可
能
な
街
の
形 

成
の
た
め
に
、
住
宅
を

集
約
化
す
る
・
医
療
・

交
通
・
子
育
て
の
充
実

が
重
要
政
策
。 

 

４
．
地
域
資
源
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
推
進 

 

地
下
に
眠
る
石
炭
へ

の
期
待
と
活
用
の
可
能

性
～
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を
抑

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

注
目
→
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

す
る
石
炭
由
来
の
Ｃ
Ｂ

Ｍ
（
炭
層
メ
タ
ン
ガ
ス
）

の
活
用
が
夕
張
で
可
能
。 

＊
「
な
ぜ
夕
張
？
」 

 

夕
張
は
「
全
国
で
一

番
有
力
な
石
狩
炭
田
」

の
中
で
も
炭
層
が
厚
く
、

ガ
ス
包
蔵
量
が
多
い
た

め
、
開
発
最
有
力
地
！ 

 

■
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
は
―
地
域
資
源
の
地

産
地
消
→
地
元
企
業
、

農
家
、
公
共
施
設
等
に

対
し
、
Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
使
っ

て
、
電
力
や
燃
料
を
安

価
に
供
給
し
、
地
元
で

消
費
す
る
仕
組
み
。 

５
．
Ｃ
Ｂ
Ｍ
開
発
に
よ
る 

地
域
活
性
化
へ
の
期
待 

―
ま
だ
、
問
題
点
も
ー 

 

Ｃ
Ｂ
Ｍ
を
地
域
ロ
ー

カ
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
活
用
→
地
域
再
生
の

切
り
札
へ
～
し
か
し
、 

試
掘
費
用
は
１
本
１
億

円
で
、
実
用
化
に
は
２

３
本
必
要
と
さ
れ
、
国

に
も
働
き
か
け
が
必
要
。 

問
題
点
と
し
て
、
発

電
で
は
、
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
買
取
制
度
な
ど

の
検
討
課
題
が
あ
る
。 

「市長と話そう会」 

ゆうばり共生型ファーム開所式！ 

 

 

２月16日(日)11時から、旧夕張小学校でゆうばり共生型

ファームの開所式が関係者や地域方々の参加で行われま

した。  

このファームは、「どんなに重い障がいを持っていても地

域で暮らせること、そして高齢の方も、大人も子どもも、どん

な方でも集える地域の拠点として活動できる場所づくりを理

念としている「一般社団法人らぷらす」が運営しています。 

  安斉尚朋代表理事の挨拶の後、早速、体育館に作られ

たビニールハウスを見学。外の寒さにもかかわらず育つチコ

リやホワイトアスパラガスの栽培に必要なエネルギーは、廃

坑からの鉱泉を利用した小水力発電や地中熱、雪を利用し

たシステムなどによりすべて自然エネルギーで賄われるとい

う先進的なシステムが取り入れられています。 

 温度制御装置もその一環で、温度管理がなされ通年栽培

ができる事など、技術者の方から説明がありました。 

 見学の後は、部屋（地域カフェが予定されている元職員

室）にもどり、チコリやホワイトアスパラガスの試食会が行わ

れました。  

４月からは、本格的に 

営業が始まります。 

  

＊また、「一般社団法人 

らぷらす」は、すでに〝はま 

なす会館〟を拠点として、 

高齢者向け配食や児童発 

達支援事業を行っています。    （ハウスのチコリ） 
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「
も
っ
と
や
れ
る
は
ず
」 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 

九
日
に
北
海
道
の
党
会
議
が
お
こ
な
わ
れ
、
私
は
北
海
道
委
員
会
の

書
記
長
に
就
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
党
務
全
般
の
取
り
仕
切
り
役
と

で
も
言
え
ば
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
も

事
務
所
に
こ
も
り
っ
ぱ
な
し
に
な
ら
ず
、
十
五
日
に
は
音
更
町
の
「
新

春
の
つ
ど
い
」
、
二
十
二
日
に
は
市
議
選
挙
を
控
え
る
北
見
市
の
演
説
会

へ
足
を
運
び
ま
す
。
新
た
な
決
意
で
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
読
者
の
み
な
さ
ん
は
「
党
会
議
」
と
聞
い
て
、
ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
す
か
。
会
議
と
言
う
だ
け
で
堅
苦
し
い
感
じ

で
し
ょ
う
が
、
実
際
の
討
論
は
笑
い
あ
り
、
涙
あ
り
で
、
代
議
員
一
人

ひ
と
り
の
持
ち
味
が
あ
る
発
言
が
続
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
中
身
は
「
政

治
を
変
え
る
」
思
い
が
ギ
ッ
シ
リ
。 

バ
イ
ト
を
四
つ
掛
け
持
ち
し
な
が
ら
中
学
生
の
弟
二
人
を
養
う
青
年

が
入
党
し
た
り
、
農
家
の
方
が
相
次
い
で
入
党
し
て
い
た
り
、
二
十
年

か
け
て
党
員
が
有
権
者
の
一
％
ま
で
増
え
た
町
が
あ
っ
た
り
で
、
党
へ

期
待
を
し
て
参
加
し
て
い
る
一
人
ひ
と
り
の
気
持
ち
を
考
え
た
ら
、
本

当
に
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
は
、
も
っ
と
や
れ

る
は
ず
で
は
な
い
の
か
、
と
‥
‥
。 

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
失
敗
も
、
少
な
か
ら
ず
私
も
経
験
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
自
分
の
中
で
は
逃
げ
ず
に
挑
戦
し
て
い
こ
う

と
も
思
っ
て
き
ま
し
た
。
自
民
党
の
暴
走
に
立
ち
向
か
え
る
党
が
な
い

中
で
、
日
本
共
産
党
こ
そ
大
き
く
し
て
い
き
た
い
。
中
間
選
挙
、
来
年

の
い
っ
せ
い
地
方
選
挙
と
続
い
て
い
く
関
門
を
、
党
員
・
読
者
の
み
な

さ
ん
と
突
き
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

く
ま
が
い
市
議
の 

提
案
実
現 

２
月
の
夕
張
市
広
報

と
一
緒
に
配
布
さ
れ
た

「

夕

張

市

防

災

マ

ッ

プ
」
に
改
め
て
関
心
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
１
年
３
月
の

東
日
本
大
震
災
後
、
自

分
た
ち
の
居
住
地
域
の

〝
震
災
や
大
雨
に
よ
る

災
害
の
危
険
度
〝
を
知

る
手
が
か
り
を
求
め
、

市
民
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
ま
し
た
。 

翌
４
月
の
市
議
会
議

員
選
挙
で
当
選
し
た
、

く
ま
が
い
市
議
は
直
後

か
ら
市
に
「
防
災
マ
ッ

プ
」
の
作
成
を
提
案
し
、

そ
の
後
何
度
も
粘
り
強

く
議
会
で
提
案
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。 

昨
年
３
月
、
今
年
度

の
再
生
計
画
に
取
り
入

れ
ら
れ
、
く
ま
が
い
市

議
の
２
年
越
し
の
提
案

が
実
を
結
び
ま
し
た
。 

さ
ら
に
編
集
段
階
で

も
、｢

地
域
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
い
る
地
域
住

民
の
意
見
も
し
っ
か
り

取
り
入
れ
、
内
容
の
充

実
を｣

と
提
案
し
、
昨
年

11

月

に

は

地

域

で

の

意
見
交
換
会
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

こ
の
ほ
ど
よ
う
や
く

完
成
し
、
各
家
庭
に
配

布
さ
れ
る
と｢

夕
張
は

地
震
に
強
い
と
聞
い
て

い
た
が
、
多
く
の
地
域

で
震
度
６
の
可
能
性
が

あ
る｣

「
土
石
流
は
随
所

で
要
注
意
」
な
ど
の
反

響
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

か
つ
て
、
集
中
豪
雨

で
川
沿
い
の
住
宅
を
押

し
流
し
、
大
き
な
被
害

を
出
し
た
経
緯
も
あ
り
、

こ
の｢

防
災
マ
ッ
プ｣

の

避
難
先
の
明
示
は
住
民

に
と
っ
て
歓
迎
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、「
ど
の
地
域
も

川
に
そ
っ
た
地
形
で
ガ

ケ
崩
れ
や
地
滑
り
な
ど

の
心
配
が
あ
り
、
日
頃

の
心
構
え
に
な
る
」
と

話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

夕張市議会「ゆうばり小６年生と意見交換会」 

２月１３日、ゆうばり小学校６年生の子どもたちが夕張市議

会を訪問し、｢意見交換会｣が開催されました。 

 この取り組みは、小学校の公民の授業の一環として２年前

から開催され、今年で３年目をむかえます。 

 高橋一太議長が市議会の仕組みをひととおり説明した後、

議場の議員席に座った子どもたちから、理事者側に座った市

議に向けて、たくさんの意見や質問が出されました。 

 「商店を増やしてほしい」「公園や遊園地がほしい」「図書

館がほしい」｢熊や鹿の対策を｣「温水プールがほしい」｢わ

くわくプロジェクトをもっとたくさんやってほしい｣｢除

雪・排雪の問題｣「軽自動車の税金は夕張も上がるのか」等

の意見や質問に、市議会議員の皆さんが財政再生団体の話や

国の許可などにも触れな 

がら、一つひとつていね 

いにわかりやすく説明し 

ていました。 

 最後に小山諒佳さんが 

お礼のあいさつを述べ、 

終了しました。 
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